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令和３年度予算概算要求における宇宙関係予算

［宇宙関係予算の推移］

［内訳］

（単位：億円）

［省庁別内訳］

（単位：億円）

文部科学省 2,809

内閣官房 886

防衛省 567

内閣府 512

経済産業省
国土交通省

環境省
総務省

農林水産省
警察庁
外務省

236
148
120
105
44
10
3

内 閣 府
宇 宙 開 発 戦 略
推 進 事 務 局

3,084 3,110 3,195 3,316 3,240 3,329 3,245 3,322 3,423 3,423
3,600 3,652

四捨五入の関係で合計額は必ずしも一致しない。

令和３年度予算概算要求 ５，４４０億円 （前年度比 １，７８８億円増（49％増））

（令和２年度当初予算＋令和元年度補正予算 ３，６５２億円）

府省名
令和２年度
当初予算

令和元年度
補正予算

計（令２＋元補）
令和３年度予算

概算要求

内閣官房 625 160 785 886
内閣府 277 111 388 512
警察庁 10 10 10
総務省 72 72 105
外務省 3 3 3

文部科学省 1,544 321 1,865 2,809
農林水産省 3 3 44
経済産業省 28 28 236
国土交通省 96 96 148
環境省 36 53 89 120
防衛省 311 1 312 567
合計 3,005 646 3,652 5,440

（単位：億円）

5,440
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各府省の主な要求項目

【文部科学省】

 アルテミス計画に向けた研究開発等

 Ｈ３ロケットの開発・高度化

 先進レーダ衛星の開発

 技術試験衛星９号機の開発

 Ｘ線分光撮像衛星（XRISM）の開発

８１０億円

２０６億円

１５７億円

１３４億円

９５億円

２,８０９億円

【内閣官房】

 情報収集衛星の開発・運用 ８８６億円

８８６億円

【内閣府】

 準天頂衛星システムの開発・整備・運用

 宇宙開発利用の促進

 中央防災無線網の整備等

３０５億円

１９３億円

２億円

５１２億円

【警察庁】

 高解像度衛星画像解析システムの運用等 １０億円

１０億円

【総務省】

 量子暗号通信網の構築 ３５億円

１０５億円

【外務省】
 衛星画像判読分析支援、宇宙分野の外交政策の推進 ３億円

３億円

【農林水産省】

 スマート農業加速化実証プロジェクト ３１億円

４４億円

【経済産業省】

 超小型衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ基盤技術開発

 衛星ﾃﾞｰﾀ・宇宙物体ﾃﾞｰﾀ利用環境整備

１０億円

２１億円

２３６億円

【国土交通省】

 準天頂衛星を利用したSBAS等性能向上整備

 静止気象衛星ひまわりの運用

 測量分野での利活用の推進

３９億円

３０億円

２２億円

１４８億円

【環境省】

 GOSATシリーズによる地球環境観測事業等

 衛星による地球環境観測経費

８６億円

２３億円

１２０億円

【防衛省】

 ＳＳＡ（宇宙状況監視）の強化

 宇宙を利用した情報収集能力等の強化

 ﾐｻｲﾙ防衛のための衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ活用の検討等

１０４億円

４４３億円

１７億円
(契約額ベース)

５６７億円

全府省庁合計 5,440億円

※ 各⾦額は四捨五⼊によって算出
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令和３年度概算要求 宇宙基本計画への対応状況（例）
１．宇宙安全保障の確保

• 準天頂衛星システムの開発・整備・運⽤（内閣府） ３０５億円
• 情報収集衛星の開発・運⽤（内閣官房） ８８６億円
• ＳＳＡ（宇宙状況監視）の強化（防衛省） １０４億円
• ミサイル防衛のための衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ活⽤の検討等（防衛省） １７億円（契約額ベース）

２．災害対策・国⼟強靭化や地球規模課題の解決への貢献
• 静⽌気象衛星ひまわりの運⽤（国交省） ３０億円
• GOSATシリーズによる地球環境観事業等（環境省） ８６億円
• 先進レーダ衛星（ALOS‐4）の開発（⽂科省） １５７億円

３．宇宙科学・探査による新たな知の創造
• アルテミス計画に向けた研究開発等（⽂科省） ８１０億円
• ⽉⾯活動の本格化に向けた研究開発（内閣府（調整費）） １９３億円の内数
• Ｘ線分光撮像衛星（XRISM）の開発（⽂科省） ９５億円

４．宇宙を推進⼒とする経済成⻑とイノベーションの実現
• 衛星ﾃﾞｰﾀ・宇宙物体ﾃﾞｰﾀの利⽤環境整備（経産省） ２１億円
• スマート農業加速化実証プロジェクト（農⽔省） ３１億円
• 測量分野での利活⽤の推進（国交省） ２２億円

５．産業・科学技術基盤を始めとする総合的基盤の強化
• Ｈ３ロケットの開発・⾼度化（⽂科省） ２０６億円
• 戦略的な衛星開発・利⽤の促進（内閣府（調整費）） １９３億円の内数（再掲）
• 量⼦暗号通信網の構築（総務省） ３５億円

※ 各⾦額は四捨五⼊によって算出4



宇宙開発戦略推進事務局の令和３年度概算要求

１．実用準天頂衛星ｼｽﾃﾑの開発・整備・運用
R３年度概算要求額 ３０４.８億円（Ｒ２年度予算２６７億円※）

（※Ｒ１補正予算１１１億円との合計３７９億円）

３．その他（宇宙利用拡大のための調査研究等）
R３年度概算要求額 １２.２億円（R２年度予算８.８億円）

合計 R３概算要求 ５１０億円（R２予算２７６.２億円）

（※Ｒ１補正予算１１１．３億円との合計 ３８７．４億円）

２．宇宙開発利用促進調整費（仮称）
R３年度概算要求額 １９２.９億円（新規）

準天頂衛星「みちびき」

衛星開発・実証プラットフォームにおける戦略検討に必要な調査分析を含め、宇宙利用拡大のための調査研究を実施。

準天頂衛星の４機体制の運用と７機体制の確立に向けた開発・整備の着実な推進、機能・性能の向上等に取り組む。

①将来の月面開発に必要となる技術や、②衛星の開発利用に係る共通基盤となる技術について
各省連携により効率的・効果的に研究開発・実証を行う。

衛星フルデジタル化

月面の遠隔建設
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